
●使用する前は必ず各部に異状がないことを確認してください。また、各部に異状が生じたときは使用しないでください。
●取っ手のがたつきや製品の破損に対し、改造や応急処置等の手当てをして使用することは危険ですのでやめてください。
●最初に使用するときは柔らかいスポンジなどに食器用洗剤をつけて十分にお湯で洗い、乾いた布などで水分を拭き取っ
てから使用してください。
●本体に貼ってあるラベルは剥がしてから使用してください。
●品質には万全を期していますが、万一不具合があった場合には、使用しないで購入店又は㈱髙儀までお問い合わせください。

【お願い】
●水が多すぎても少なすぎても笛がよく鳴らない原因となります。
　水は適正な容量（本体刻印を目安）にて使用してください。
●蓋や笛が確実に閉まっていないとお湯が沸いても笛が鳴らないことがあります。
　確実に閉まっていることを確認してから加熱してください。
●笛部分に水が入ると笛が鳴らないことがあります。そのときは笛の開け閉めを数回繰り返し中の水滴を取り除いてくだ
さい。
●笛を鳴らせるために蓋と本体がきつめになっています。蓋を開け閉めするときは注意してください。

●使用中は絶対にそばを離れないでください。離れるときは必ず火を止めてください。
●使用中、使用直後は本体や取手が熱くなっています。ミトンなどを使用してください。ヤケドの危険がありますのでお子
様は遠ざけ、絶対に手を触れさせないでください。
●取っ手がゆるんだら、使用しないでください。脱落してヤケドの危険があります。
●カラ焚きは絶対にしないでください。カラ焚きは火災や本体の変形、取っ手の破損やヤケドの原因となります。
●湯沸し以外の使用はしないでください。変色や腐食の原因となります。また、調理などに使用しないでください。
●縁まで水を満たした状態で使用しないでください。水は適量にて使用してください。多く入れると熱湯が吹き出しヤケド
の原因となります。
●蓋を取ったままの状態で加熱しないでください。取っ手が蒸気で熱くなりヤケドや取っ手樹脂の破損の原因となります。
●笛も熱くなります。開閉のときはヤケドに注意してください。
●湯をポットにあけた直後や熱湯が残っているときに取っ手を持ったまま蓋を開けないでください。蒸気によるヤケドの原
因となります。
●ストーブの上で使用しないでください。転倒によりけがやヤケドの原因となります。また、カラ焚きの原因となります。

●オーブン・電子レンジ等で使用しないでください。故障や火災の原因となります。
●落下などの強い衝撃を与えないでください。破損や変形の原因となります。
●使用するときは取っ手を立ててください。倒したまま使用すると取っ手が加熱され破損します。
●湯沸し直後にお湯を注ぐと高温になった注ぎ口を通ることでお湯がさらに過熱されて熱湯が飛び散るときがあります。
火を止めて20秒程度待ってから注ぐようにしてください。
●ケトルはコンロの中央部にのせて安定させて使用してください。
●炎がケトルの底面からはみ出さないように使用してください。炎により取っ手が熱くなり危険です。また、隣接するコンロ
の炎が取っ手部分にあたらないように向きを調整してください。
●高温のまま冷水を浴びせるなどして、急激に冷やさないでください。底が凹凸に変形し、加熱ムラの原因となります。

●お使いの電磁調理器の「取扱説明書」を読んでから使用してください。機種により使用できないときもあります。
●電磁調理器で加熱中に「ブーン」「ジー」といった音が生じることがありますが、ヒーターと本製品の振動が共鳴するため
に生じるもので、本製品の異状ではありません。
●使用前に電磁調理器の調理面（トッププレート）と本製品の底が密着しているか確認してください。
●底に付いた水滴はきれいに拭き取ってください。
●強火でのご使用は、本体変形及び器具破損の原因となります。必ず中火以下で使用してください。
●お使いの電磁調理器の「火力の目安」を必ずご確認のうえ、注意して使用してください。
●3kw以上の電磁調理器で、火力調整機能の付いていないものには、使用しないでください。火力が強すぎて、鍋底が変
形、変色する原因となります。
●電磁調理器はわずか数秒で底が高温に達します。底の変形、破損の原因になりますので、カラ焚きは絶対にしないでくだ
さい。

●使用後は、柔らかいスポンジで洗い、水分をよく拭き取って乾燥させてください。
●使用を重ねると白い粉状のものが付着したり虹色の染みがついたりしますが、水道水に含まれるミネラル成分が
残留して付着したもので衛生上問題はありません。取り除きたいときは、ケトルでクエン酸を混ぜた湯を沸かし、ス
ポンジでこすり落としてください。落ちにくい場合は、クリームクレ ンザーをつけてこすり落としてください。
●使用を重ねると外側が茶色く変色します。ステンレス鋼が焼けて変色する現象で、カラ焚きや極少量の水を沸かしたと
き、炎が底からはみ出す火力で使用したことなどが原因です。衛生上問題ありませんが、取り除きたいときは、市販の金
属磨き液やクリームクレンザーを付けたスポンジなどでこすり落としてください。
●水道水に含まれる鉄分によって斑点状のさびが発生することがあります。さびを落とすにはケトルでクエン酸を混
ぜた湯を沸かし、スポンジでこすり落としてください。落ちにくい場合は、クリームクレンザーを付けてこすり落とし
てください。
●つけ置き洗いはしないでください。さびの原因となります。
●手の届きにくい高所には保管しないでください。取り出すときに落下する危険があります。
●鉄やアルミ等の異種金属の製品と接触したまま放置しないでください。さびの原因となります。
●食器洗い乾燥機は使用しないでください。脱脂・乾燥により取っ手樹脂が劣化する原因になります。

※製品改良のため仕様・外観は予告なく変更することがあります。また、図と製品が異なることがありますのであらかじめ
ご了承ください。

TAKAGI　ステンレス製 笛吹きケトル 2.5L
取扱説明書

本製品は家庭で調理をするために使う物です。使用するときは取扱説明書をよく読んでからお使いください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。不適切な取り扱いは事故につながります。

使用前の準備

適正な水位の目安

　使用上の注意

●この製品は200Vの電磁調理器を含むすべてのクッキングヒーターおよびガスコンロに使用できます。
●用途に合った調理器具を使用してください。

※カラ焚き禁止。
※使用中は火元を離れない。
※湯沸かし以外の使用禁止。 火災の原因になります。
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品 質 表 示
材料の種類／側面 : ステンレス鋼(クロム18%、ニッケル8%)
　　　　　　底面 : ステンレス鋼(クロム16%)(底厚0.5㎜)
　　　　　　取っ手・つまみ : フェノール樹脂
　　　　　　笛カバー : 66ナイロン樹脂
                  笛 : ステンレス鋼(クロム18%、ニッケル8%)
満 水 容 量／ 2.5L
適 正 容 量／ 1.7L


